
基本目標 1

施策目標 （1）

基本施策分野 ⑤

事業名称 担当課 事業年度 ２２年度実績

☆４
子育て支援医療費の助成
（☆）

こども福祉 Ｈ22～26
入院は中学生まで、入院外は小学3年生まで対象年齢を拡大。
入院：652件 26,370千円
入院外：87,042件 126,324千円

小児慢性特定疾患日常生
活用具の給付

こども福祉 Ｈ22～26 ０件

こども福祉 子育てマップ等による市民への周知 広報誌に掲載

こども福祉 子育てマップ等による市民への周知 広報誌に掲載

健康衛生

・年間６９日開設、受診者数８０３人（1日平均１１．６４人）
・病院群輪番制の利用１人、八幡市休日応急診療所の利用９人。
・府事業として、小児救急電話相談事業、小児救急医療体制（管内では
宇治徳州会病院・田辺中央病院）で輪番体制がとられ、その周知をは
かった。
・府の京都健康医療よろづネットの活用をした。

関係機関との連携強化 健康衛生 Ｈ22～26

見直し後の平成２０年度から京都府保健医療計画が実施され、地域の保
健医療を支える基盤整備、患者本位の安心・安全な医療体制の確立、
および主な死因に着目した切れ目ない保健医療サービスの提供が計画
の重点施策となっている。計画におけるに市町村の役割について協力
するとともに、計画の充実について要望した。

自立支援医療給付事業の
推進

障害福祉 Ｈ22～26 自立支援医療（精神通院）受給者 ３７名

母子家庭医療費助成事業 国保医療 Ｈ22～26
平成２２年度給付実績 １，９３６件

３２，３５３千円

Ｈ22～26

○小児救急医療体制

○休日応急診療所事業 （京田辺市・八幡市）

○関係機関との連携強化
（京都府保健医療計画における医療体制等の充実
要請等）

○自立支援医療給付事業の推進
（再掲2-（2）-②）

○母子家庭医療費助成事業
（再掲2-（2）-③）

医療体制等の充実

事業内容（細事業）

○子どもの医療費の助成（☆）
（再掲2-（1）-⑦）

○小児慢性特定疾患日常生活用具の給付

医療体制の整備・充実のた
めの働きかけ

○小児救急電話相談「＃8000」

◎ 展開する事業群(1-1-5)

子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり

母と子の健康づくり支援


